
①
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％

％
％
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ｍ
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人
人
％
千円

千円

％

4,808

9,295

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

補助要綱及び採択基準等が明確に示された事業を
実施しているため、達成度は高い。

担　当　課　長　評　価

0

C 9,351農業委員会運営事業

評価結果

人件費
Ａ ～ Ｅ 直　接

事業費

10,868

事業
分類

県農業会議拠出金

電話

H21H20

役職コード

04-01-01
氏名

H19調査年度

3.9重要度（%）

- 13.1

達成率

調査結果に対するコメ
ント、市民の反応等 耕地の利用は、水田農業が主体であり、稲作農家からの要望は敵地稲作、良質米生産を希望する場合が

多い。耕作条件不良の湿田等では多作物への転作は歓迎されていない。
市民意識調査の結果、地域間に多少の相違はあるが、全体として、関心度が低く重要度、満足度も低
い。

調査対象でない
施策の場合は、
市民の反応等

満足度（%）

評価

１　目的達成度

項　目

事務事業名があまりにも多すぎるので、統合していくことにより、整理を図っていけばコスト
縮減につながるのではないかと思う。

4
生産性の高い農業を行う事業を中心として構成し
ている。

二次評価

平成20年度
予算の方向性

前年度並みの配分

B

A

土地改良施設適正化事業

広域営農団地農道整備事業 ☆

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

③
施策展開

2

3

②
現況と課題

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

238

事務事業

施　策　名
（小項目）

農業

農林水産課長作
成
者 優先順位

20

木村　昭広

農業用施設整備事業

農業用施設維持管理事業（備前）

新農業水利システム保全対策事業

☆☆☆

H18

☆
施策の対象と目的

(誰のために、何の
ために)

施策の体系
大項目（基本目標）

中項目（基本施策）

もてなしの心とたくましさのあるまちづくり

豊かな食を支えるまちづくり

小規模土地改良事業

☆

1

☆

☆☆

一次評価

評価

法定事務

法定外公共財産の用途廃止事務

2 7,735.0 9,960.0実績

ハード事業

ハード事業

維持管理

維持管理

新規に必要な事業・連携が必要な事業 そ　の　説　明実施主体

371,498

3

☆☆

☆☆☆
☆☆
☆

その他

H19

8,849

人件費
直　接
事業費

人件費
直　接
事業費

☆☆☆
☆☆☆

H17

☆☆

☆☆☆

5
40

☆☆

☆☆☆

☆☆

☆☆

H23

6,941

0
1,603

判断理由

0 0
17,426

目標 35.7
実績

18
6

指標の説明
単
位

目標値

H18

1

－

施策に対する成果指標名
H17

獣害防止施設設置
目標

35.1

達成率

農業基盤整備（ため池整備）

☆
☆

役職

整備済みため池／た
め池数　　　１２５
／３５０

被害状況に於いて対
応するため、目標値
は設定不可。

今後の展開・
協働の可能性・
事業の見直し等
の担当への指示

３　施策の有効性

二次評価者コメント

氏名
産業建設部長
三好　　保

0
0

0
33,579 28,081
144,797 121,388

7,098

4,522

0

2,649

8,549

0

8,869

5,307
100

判断理由

H19

12,300

☆☆
☆☆☆
☆☆☆

☆☆☆

６４－１８３０

この施策に要した費用（人件費込、単位：千円）
H17 H18

631,901

事業費（単位：千円）

(高 ～ 低)

施策を構成する事務事業名

4,961

2,734

20
238

5
39
18
6

6,201
502

6,768

高齢化に伴い、農業従事者が減少しており、放棄田が多
くなってきており、施設管理に苦悩しているため、補助
事業の採択条件の緩和を国、県に要望すると共に、工事
等のコスト縮減に努める必要がある。

担い手の育成・確保に関係機関と協議して人
数を増やしていただきたい。

水稲以外の具体的な対策を考えてはどうか。

遊林野地の施策が多いように見えるので縮小
していく方向に持っていくべきである。

受益面積が少ないため、生産性の向上を図って付加価
値をあげる必要がある。

3

3

3

２９（１５） 30 32

評価年度

－

35.1
100.0

35.7
100.0

3マークH28

38.0 40.0

3
担い手の育成・確保（認定農業
者）

目標 ２９（１５）

100.0達成率

全体数（果樹経営者
数）実績 ２９（１５） ２７（１２）

93.1

4 農業生産高
目標
実績 80.0

達成率

80.0

生産性の高い農業を実施するために、農業基盤整備、農地の高度利用、団地化などの推進により担い手の
育成・確保を図り、農業経営の安定化を確立する。さらに、水稲の生産性の向上、施設野菜の周年栽培、
果樹の生産振興、農産加工品の開発など、特色ある地域農業の確立を図る。

①　農用地面積が減少傾向にあり、１戸あたりの耕作面積も零細である。
②　農家数、農業従事者の減少化。
③　国際化、高齢化に加え農業・農村基本法の施行など、農業環境の転換期を迎えている。

担い手の育成・確保

農業組織の整備

農業基盤の整備（農業生産施設、農業経営基盤、農業生産の再編）

農業振興地域以外の整備

農作物の被害防止に努める

細事業一覧表

農業委員会運営事業

農業委員公務災害共済制度保険料

ベンチ

果樹の生産振興、農産加工品の開発

国の施策は大きく適応しにくい割には、備前市に
適応する施策を実施しており有効性は高い。

２　事業構成の適当性

20,994

農地法許認可事業

農業者年金業務委託事業

単独事業

非補助融資事業

かんがい排水管理事業

ハード事業

内部管理

1,149

県都市農業委員会事務研究会負担金

備前地区農業委員会協議会負担金

県農業委員会職員協議会備前支部負担金

ため池管理事業

農道管理事業

水路管理事業

農道水路占用許可事務

官民境界事務

ソフト事業

法定事務

内部管理

内部管理

内部管理

内部管理

法定事務

維持管理

法定事務

維持管理

ソフト事業

ハード事業

ハード事業

ハード事業

（平成18年度事業）

H19

-45

-35

-25

-15

-5

5

15

25

35

0 10 20 30 40 50

重要度

満
足
度

備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低



8

11

12

13

16

17

19

山村地域等振興事業

東備農業共済事務組合事務

農業生産基盤維持事業

中山間地域等振興事業

15

18

20 担い手等後継者育成事業

猟政事業

山村地域活性化施設管理事業

農作物獣害防止施設設置事業

9

10

14

0中国地区都市農業行政問題研究会負担金

20 20ソフト事業

ソフト事業

600

全国中山間地域振興対策協議会会費

吉井川広域交流協議会負担金

和気農業技術者連絡協議会負担金

C

B
C

B

C

C

D

B

54
543

農地・水・環境保全向上対策事業

地域農産物振興事業

☆☆

地域農政推進対策事業 地域農政推進対策事業 ソフト事業C
畜産振興事業 畜産振興事業 ソフト事業C

4,259
0

6,382389 301

☆☆☆2,598
☆☆730
☆☆

☆2,618
☆

2,94713,616

内部管理

東備農業共済事務組合一般事務（備前） 法定事務

東備農業共済事務組合一般事務（日生） 法定事務

B

400728

12,986中山間地域等振興事業C
0

2,190

19,018

南方釣堀公園管理運営事業

県山村振興連盟負担金 内部管理

ふるさと交流まつり開催事業 ソフト事業

661

045

☆☆☆1,280
315

☆☆

☆

☆

☆☆☆

☆☆

☆☆1,200
1,6560

維持管理

0

2,4605,2985,670
806

1,768953
186289

3,519
0

2,212

1,904

0
1,772

☆☆☆2,020

☆☆

☆☆☆

☆☆☆3,754

内部管理

農業近代化資金利子補給金 内部管理

猟政事務事業 内部管理

有害鳥獣駆除事業補助金

農地・水・環境保全向上対策事業

農作物獣害防止施設設置補助金

八塔寺ふるさと農園管理運営事業 維持管理

有害鳥獣捕獲柵設置補助金 内部管理

内部管理

八塔寺ふるさと館管理運営事業

B
C ☆☆☆67402,1324,552地域農産物振興事業 ソフト事業

0300
3,164

就業奨励金支給事業補助金 内部管理

結婚推進協議会助成金 内部管理

☆☆
2,268 ☆☆

内部管理生活改善クラブ助成金
0240

9090 ☆

県穀物改良協議会負担金

00
0

☆☆☆
00

12,794

2,684

新農業構造改善事業元利補給金

18,23720,300
東鶴山土地改良区借入金元利補給金

農業経営基盤強化資金利子補給金 内部管理

4,293

9,456

ソフト事業

農業関連負担金事業

69

米の需給調整事業

☆☆216 2,823
☆☆☆農業基盤整備（団体営）資金借入金元利補給金

0

☆☆

7,244
☆

☆

東備農業共済事務組合協議会事務（備前） 内部管理

00協議会事務（日生） 内部管理

00東備農業共済事務組合協議会事務（吉永） 内部管理

0
12,370

☆

☆

1,440

☆☆
☆

☆

☆
53

200

900

11
0

11

38

☆

☆☆☆
☆☆

20
ソフト事業 11県ふるさといきいき推進協議会負担金

農地災害復旧事業（補助）

3,795

186

5

39

20
30

ソフト事業

4

農業用施設災害復旧事業（単独） ハード事業

7

ハード事業

30

6

農地災害復旧事業（単独） ハード事業

ソフト事業

市農業技術者連絡協議会負担金 ソフト事業

ソフト事業

ソフト事業

備前地区農業農村振興協議会負担金

B

災害復旧事業

農業用施設維持管理事業（吉永）

B

☆☆☆
☆☆☆

農業用施設災害復旧事業（補助） ハード事業

5

6

維持管理

☆☆☆

維持管理

1,425
かんがい排水管理事業

農業用施設維持管理事業（日生） C ☆☆☆ため池管理事業 維持管理

農道管理事業

1,100443
☆☆☆

☆☆

☆☆☆

0

189

449

事務事業

2,200

H17評価結果

(高 ～ 低)

367
294
163

事業費（単位：千円）

H18 H19

921

人件費
Ａ ～ Ｅ

施策を構成する事務事業名

1,027
1,32866,423

975
ため池管理事業 維持管理

直　接
事業費

人件費
直　接
事業費

人件費
直　接
事業費

優先順位

☆☆☆
☆☆
☆

その他

400
かんがい排水管理事業 維持管理

1,448

担　当　課　長　評　価

☆☆
600

（平成18年度事業）

細事業一覧表 事業
分類

農道管理事業 維持管理 249

142,470

6,55611,643

181

10,673

19,437

☆

☆

☆
☆

1,615

0

0
☆☆

県農業開発研究所賛助会費

☆☆米の需給調整事業 ソフト事業

県土地改良事業団体連合会負担金 内部管理

岡山県営耕地事業推進協議会会費 内部管理

☆

協議会事務（吉永） 内部管理

ソフト事業

維持管理

維持管理

内部管理

東備農業共済事務組合負担金

11,212 4,1482,579741

186法定事務

0

内部管理

⑥　施策構成事務事業の評価　（続き）


